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跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 10 号　（2010 年 10 月 15 日）
嵯峨・嵐山の観光先駆者
─ 風間八左衛門と小林吉明らによる嵐山温泉・嵯峨遊園両社を中心に ─
Originators of Resort Developments at the Saga and Arashiyama:
Focusing on the “RANZAN” Spa Company and the “Saga” Park Company Promoted 











































治 32 年川崎正蔵が買収し，個人別荘「延命閣」へ），④明治 28 年公有地貸下出願，明治 30 年 5
月設立の嵐山温泉（株），⑤「花の家」など「雪，月，花の三楼」（俗に「三軒家」）を明治 30 年















屈指の豪家」⑷で先代風間八左衛門⑸の長男嘉一として明治 12 年 6 月 27 日生まれ，明治 35 年国
学院で漢学を学び，「性慧敏頗る学を好む，夙に専門の学を修め造詣最深し」（実辞，カ p31），
明治 40 年家督相続，明治 40 年の京都府第五位の多額納税者，1,115,983 円（日韓，上 p115）「桂
から京都の街まで出るのに，他人の土地を踏まずに行ける」（三電，p39）と称されたほどの大
地主であった。家業の塩醤油卸小売（商信M42，p42）の傍ら，大正 9年 5月代議士初当選（政
友会所属），大正 13 年 1 月脱党し新政倶楽部結成に参加（T13. 1. 22 大毎），大正 14 年貴族院議
員（貴族院研究会所属）に互選された政治家でもあった。桂の自宅，祇園に事務所を設置して，
「曩に清滝川水力電気株式会社創立に与り，専務取締役として社務一切を掌握り敏腕の名頗る高
し」（実辞，カ p31），明治 43 年 9月三幣保，熊谷少間（東讃電気軌道専務）らと丸亀瓦斯発起人，













の外延的拡大に尽力した。広島瓦斯 820 株所有，大正 9年ころの筑豊炭礦株式会社大株主（五福














年国東鉄道社長として株主総会へ出張中に別府の旅館で脳溢血で倒れ，昭和 17 年 2 月貴族院議
員辞職を申し出て⑽，同年 10 月 21 日桂の自宅で逝去，享年 64（S17. 10. 23 東朝）。訃報では「京
都の資産家で貴族院議員…日活の恩人であり，邦画界の功労者」（S5. 2. 28T）とされた。長男の














































































ふ」（M28. 8. 30 日出）と報じられた。日出新聞のコラム「月下虫声」は「嵐山に待賓館の設立
甚妙なり。高雄にも宇治にも醍醐にも大原にも設立すべし。損の行かぬ限りは」（M28. 8. 31日出）
と応じた。嵐山待賓館の記事はやや茶化して中央紙（M28. 9. 3 日本）にも転載された。








昨日同地に発起人会を開きたる由」（M30. 4. 21 日出）
　②「此程発起認可となりし嵐山温泉会社は来る二九日午前十時より嵐山洗心亭に於て創業総会
を開き，定款を議定し役員を選挙するよし」（M30. 5. 25 日出）
　③「創業総会を開き，定款を議定し創業費百六十円に限定し次に重役の選挙を行ひしに取締役
には風間嘉平，中路関之助24，関一馬，日下部大助，大八木良民25の五氏，監査役には村岡浅右
衛門26，井上与一郎の二氏孰れも当選したるよし」（M30. 6. 4 日出）
　④「社長互選　嵐山温泉株式会社にては一昨日重役会議を開き，互選を以て風間嘉平氏を社長
に推薦したるよし」（M30. 6. 6 日出）
　嵐山（らんざん）温泉株式会社は明治 30 年 6 月資本金 3万円で江戸時代初期の豪商・角倉了






閣の直下にある敷地の山林は風間の所有であり，明治 30 年 5 月 8 日「郡村宅地之開墾届出」（元












温泉　嵐峡館」全景（上記①と同一ネガ）の絵葉書には 1907 年とあるので，ともに明治 40 年発
行と考えられる。しかしこの時点で嵐山温泉（株）の社名の併記はなく，かつ「創立十周年」で
なく，「創業十周年」となっている。また明治 41 年 9 月 20 日敷地（元録山 11-2）の所有権は売
跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 10 号　2010
─　　─8
買により風間八左衛門から義弟の中路重之に移転した。（元録山 11 番 2 土登）商業登記簿の保存
年限を経過したため，年月は未確認であるが，このころを境に風間家が主導してきた経営主体の
嵐山温泉（株）が解散し，次第に親戚筋に当る中路家の家業に移ったものと思われる。その後大
正 14 年 11 月 29 日「浴場旅館並料理屋業ヲ営業」（商登）する目的で合名会社嵐山温泉嵐峡館が
中路一族の出資27で元録山 11-2 に設立された。（商登）昭和 7年では『大京都誌』の中で，「営業
収益税年額七十円以上を納むる」京都の「著名旅館」（大京，p612），「料理及仕出し弁当」業者
として「氏名　合名会社嵐山温泉嵐峡館　家号　嵐峡館　住所　嵐山」（大京，p615）として記



























































帯の敷地を〈葛野〉郡に下附されん」（M43. 7. 3 日出）と「葛野郡有志者より嵐山公園設置に関
し其筋に申請し，昨〈42〉年の府会に於ても同公園設置に就ては府より補助を与ふることとなり」
（M43. 1. 16 日出），明治 43年 6月 30日葛野郡の事業として認可され，当初は亀山公園と称した。
明治 43 年 1 月 15 日葛野郡参事会員らは嵐山公園設置は「未だ許可の指令なく，来る四月までに
は嵐山電鉄も成工すべきにより，同時に公園をも竣成せしめんには一日も速かに許可の指令を迫
るの要あれば，此際委員を選定東上せしめ，内務省に嘆願することの協議を為し」（M43. 1. 16
日出），「桜井郡長，小林嵯峨村長等は態々東上して当局に具申」（M43. 7. 3 日出）した。内務省
への嘆願が功を奏し明治 43 年 6 月 30 日付で「亀山一帯の国有林を公園敷地に編入するの件」
（M43. 7. 3 日出）が正式に認可された。葛野郡では認可を受け，「設計は工学士武田五一氏に嘱
託し，遅くも本年の秋季紅葉の時季までには完成せしめん」（M43. 7. 5 日出）という意向のもと
に「設備費として本年度に於て郡費より約四千円を支出し，伐採したる松樹を売却して一千五百
円内外を得る見込」（M43. 7. 3 日出）とごくささやかな目算を示した。












（T12. 3. 26 日出）とされるように嵯峨村主導の公園開設には財源不足の難問が不可避であった。
そのための民活導入策が嵯峨遊園株式会社の設立背景と考えられる。









成る可く公衆の利便に資する筈なり」（M44. 8. 25 日出）と報じられた。





交係小林多三郎43（諸M45，上 p306）の陣容で大正 5年では資本金 3万円（内 10,500 円払込），
北村佐一に代り山下米次郎（松尾村）が取締役に就任していた。（帝T5，p35）
　「嵐山公園其他嵯峨及松尾ノ勝地ニ於テ四時ノ遊覧者ニ便利偕楽ヲ与フヘキ諸種ノ場屋ヲ賃貸
シ，併セテ同地方風致保存ノ経営ヲナス」（M44. 9. 9 官報，p196）ことを目的に京都府嵯峨村字
天竜寺小字大雄寺五番地ノ一44に資本金 3万円，総株数 600 株（一株＠ 50 円）で設立された。
嵯峨遊園（明治 44 年 9 月設立，遊覧場賃貸）は大正 5年時点で電話五三番，「利益配当　前期及












11,195 円，預ケ金及現金 2,492 円，テナントからの賃貸料からなる「当期総収入金」2,011 円，
葛野郡への公園使用料を含む「当期総支出金」1,289 円，当期純益及前期繰越金 949 円，配当（年
5％，前期 5％）505 円で長らく 5％配当を継続していた。（帝T8，p40）社長小林吉明，取締役
風間八左衛門，寸田喜兵衛，小松美一郎，山下米次郎，監査役竹内新三，井上与四郎，加藤譲三
郎であった。（帝T8，p40）


























































































たという。（平成 16 年 10 月 4 日『京都経済新聞』）
⑵　川崎正蔵に関しては三島康雄『造船王・川崎正蔵の生涯』平成 5年参照。また柴孝夫氏からも種々ご教















材木史』嵯峨材木，昭和 47 年，三電…『三電工・六十年のあゆみ』昭和 63 年，三和電気土木工事，生活
…太田光熈『電鉄生活三十年』昭和 13 年，案内…『日本案内　下』開国社，大正 5年，乾…小林吉明『都
の乾』花の巻，出版者山鹿粂次郎，嵯図…小林吉明『嵯峨名勝案内図会』明治 30 年，嵯名…小林吉明（双




⑸　明治 32 年 12 月風間嘉平が家督を相続し風間八左衛門を襲名し，先代八左衛門は隠居名の宗堅を名乗っ





⑾　風間嘉雄（桂木ノ下町）は明治 33 年 2 月 24 日先代風間八左衛門の長男に生れ（『大衆人事録』14 版，
昭和 16 年，p26），昭和 20 年 1 月 25 日嵯峨遊園取締役就任（商登）
⑿⒁　『新日本人物大系』東方経済学会出版部，昭和 11 年，p537











誠「京都の秋，ならびに小倉百人一首」WEBサイト『学長室からの花便り』第 144 便，平成 21 年 11 月
28 日参照）
⒅　地方金融史研究会夏季合宿報告「大正期京都近郊の銀行頭取と不動産開発・観光業─愛宕銀行と嵯峨銀









付けていた」（史右，p46），明治 39 年出願の嵐山電気鉄道発起人（原敬文書研究会『原敬関係文書』第 8
巻，日本放送出版協会，昭和 62 年，p475），嵯峨銀行監査役（諸M40，上 p235），清滝川水力電気取締
役（日韓，上，p115），京都府郡部選出代議士，勲四等，了以会員，明治 40 年 11 月 22 日死亡（大植四
郎『明治過去帳』昭和 10 年，p1049）








p197），明治 40 年の京都府第 12 位の多額納税者 887,515 円（日韓，上 p115），金貸（商信M42，p68），
明治 28 年 8 月 30 日創立の城河鉄道初代監査役（M28. 9. 3 日出），明治 39 年 10 月 27 日出願の宇治電気
鉄道（伏見，宇治間 5哩，資本金 25 万円）発起人（前掲『原敬関係文書』第 8巻，p488）
27　風間の義弟の中路重之（元録山 11-2）［中路関之助の子，明治 41 年 9 月 20 日元録山 11-2 を風間八左衛
門から買得（土登），合名会社嵐山温泉嵐峡館社員，昭和 26年 7月 11日死亡（土登）］，明［重之の相続人，
代表社員 1.5 万円出資（商登），長らく 4代目の嵐峡館経営者（『日本観光年鑑』昭和 32 年，p5-25），昭和
嵯峨・嵐山の観光先駆者
─　　─17
42 年 5 月 16 日死亡（土登）］，敏雄，研一の合計 4名。「温泉は一株二十円の株式会社で…創立当時…京
都の花街仲居…に至るまで一株二株を持たされた…現在ではそうした株主の手にあった株券は全部引上げ
られて居る」（T12. 3. 28 日出）との一族による買戻しを推測させる伝聞記事がある。




顧する。京都鉄道に関しては老川慶喜『明治期地方鉄道史研究』昭和 58 年，p25 以下参照






規六の尽力─」『跡見学園女子大学マネジメント学部紀要』第 8号，平成 21 年 9 月参照。
34　田山花袋『山水小記』大正 6年，p303






昭和 5年 3月 7日死亡（商登）
39　小松美一郎（嵯峨村上嵯峨→嵯峨釈迦堂大門）は「小松家は…江戸時代以降は庄屋をつとめた」（史右，













編『株式会社統計』明治 28 年，p28）る奈良遊園株式会社が明治 26 年 10 月，資本金 5千円で麻布商ら
により設立された先例がある。郡が公園の財源に窮していたことは「嵐山亀山公園上の水道は葛野郡有志
の醵金により昨年十月竣工したるが放水のまゝにて何等の設備なかりしを遺十感」（T5. 2. 2 日出）として
いたことからもうかがえる。
43　渡辺鹿之助は嵯峨銀行天竜寺出張所主任（諸M45，上 p287），嵯峨銀行新 60 株主，死亡「元行員ニシ
テ当行増資ニ際シ勤続特別賞与トシテ〈新株〉受領」（前掲「株主個別事情調書」，日銀 #1003）。小林多
三郎（上嵯峨）は昭和 3年 4月 9日洛西開発合資会社有限責任社員就任（商登），昭和 5年 7月 29 日嵯峨
遊園取締役就任（商登），昭和 6年 3月 19 日小林美英と改名（商登），昭和 17 年 10 月 25 日死亡（商登）














（1）』土木学会景観・デザイン委員会，平成 18 年 12 月，山口敬太ほか「嵯峨野の名所再興にみる景観資
産の創造と継承に関する研究─祇王寺，落柿舎，厭離庵の再興事例を通して」『土木計画学会研究・論文集』
24 巻 2 号，平成 19 年年 10 月
